
令和２年7月28日・29日 梅雨前線による出水状況（阿賀川）※速報

梅雨前線の影響により、阿賀野川水系阿賀川では、強い雨が継続しました（阿賀川の大

塩雨量観測所では、７月２７日１５時～２９日１３時にかけて累計雨量１４８mm(時間最大

１６mm)を観測）。

阿賀川では、山科水位観測所で氾濫注意水位を超過し、最高水位3.13mを記録しました。
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会青橋より上流側の状況（令和2年7月29日12時頃）

ピーク時の状況（令和2年7月29日8時頃）
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狭窄部の拡幅が水位低下効果を発揮 (福島県 阿賀川)（国管理）

○福島県の阿賀川上流域では記録的な豪雨となり、阿賀川の山科水位観測所では、氾濫注意水
位を超過しました。

○これまで、阿賀川では、昭和57年、平成14年等の洪水を契機に、下流の狭窄部で断面の拡幅
を進めており、泡の巻地区、津尻地区の順に拡幅を完了しました（平成21年度より長井地区
で拡幅を実施中）。これにより、喜多方市および会津坂下町の洪水時の水位低減が図られま
した。

○令和2年7月洪水では、山科水位観測所において河道掘削および大川ダムの洪水調節により約
75cmの水位低下効果を発揮しました。
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山科水位観測所

泡ノ巻地区（喜多方市）
S58着手 H10完成
川幅100m→180mに拡幅

津尻地区（会津坂下町）
H10着手 H20完成
川幅100m→160mに拡幅

津尻地区（H20完成）
会津坂下町

喜多方市

… 拡幅前の川幅
… 現在の川幅

泡の巻地区（H10完成）

長井地区（H21～拡幅中）

会津若松市

湯川村

会津美里町

位置図
阿賀川下流狭窄部

阿賀川下流
狭窄部

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

山科水位観測所 横断図
左岸 右岸

右岸堤防高

T.P.175.2m

R2.7洪水時の最高水位3.13m

泡ノ巻・津尻改修前の水位（計算値）3.88m

左岸堤防高

T.P.175.32m

氾濫危険水位 7.70m
避難判断水位 6.30m

氾濫注意水位 2.70m

水防団待機水位 1.80m

計画高水位 7.83m

約75cm
水位低下
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湯川可動堰の改築による水位低下効果

○湯川洗堰の洪水時の水位せき上げの解消、及び湯川の河道断面の確保を目的として、平成23
年度から湯川洗堰の改修に着手、平成25年6月より運用を開始しました。

○令和2年7月の梅雨前線による出水により、湯川の新湯川水位観測所（会津若松市御旗町湯川
1.8k）では最高水位2.25mを観測しました。

○湯川可動堰の改築により、洪水時の水位せき上げが解消され、会津若松市緑町付近で約64cm
の水位を低下させ、避難判断水位の超過が想定された洪水に対して効果を発揮した。
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湯川可動堰(H25完成)

湯川洗堰

平成14年7月洪水時の状況（流量91m3/s）

洗堰右岸より撮影洗堰（改築前）

洗堰上流側で水位
せき上げが発生

湯川

可動堰（改築後）

令和2年7月洪水時（7月29日8時頃）の状況（流量100m3/s）

水位せき上げが解消

新湯川水位観測所

■：H14.10洪水浸水範囲（出典：会津若松市）

約64cm
水位低下
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湯川可動堰

可動堰整備前の水位（計算値）
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